
日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

―
―

「寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
に
つ
い
て
―
―

徹

一

日
隆
聖
人
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
未
詳
の
部
分
が
多
く
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
関
連
史
料
の
不
足
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

存
在
し
て
い
た
史
料
が
滅
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
或
い
は
存
在
し
て
い
る
史
料
に
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思

わ
れ

（１
）
ス
υ
。本

稿
で
問
題
と
す
る

「寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
も
、
存
在
は
松
本
日
宗
上
人
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
未

だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

本
史
料
は
、
尼
崎
本
興
寺
蔵

『御
聖
教
切
れ
九
紙
』
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
巻
子
本
に
仕
立
て
る
際
に
、
関
連
す
る

断
簡
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
史
料
の
紹
介
と
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
隆
聖
人
伝
の
不
明

部
分
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
出
来
れ
ば
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
史
料
の
全
文
を
貼
り
付
け
順
に
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

/Jヽ
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

Ｉ
　
（本
紙
縦
二
五
ｏ
Ｏ
×
横
四
〇

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

（紙
継
目
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

東
里
外

大
煉
理
４
一
マ坪
　
此
内
多
粉
綾
却
結
畑
升
　
夫
賃
百
文
　
堂
米

一
斗

太
子
堂
米

一
斗
　
加
米
四
斗
　
買
主
是
慶

賣
主
尼
サ
キ
覚
道

ｏ
直
二
貫
文
　
覚
道

ヨ
リ
　

一
貫
五
百
文
ャ
ス
シ

永
享
二
　
十
二
　
十
九
日

大
紅
牌
打
細
臥
損
所
　
本
米
二
斗
八
升
　
夫
賃
百
文
　
堂
米

一
斗

加
米
四
斗
五
升

１

１

、

賣
主
豊
嶋
屋
屯
螂
硼
螂
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
買
主
京
宗
明

直
五
貫
文
ロ
ロ

ヨ
リ
　
五
百
文
タ
カ
シ

応
永
井
五
　
一
一　
十
八
日
賣
主

半
Ｒ
ビ
対
旺
口坪

夫
賃
諸
公
事
日
□
無
之
　
加
米
七
斗

二
升
買
主
京
千
代
寿

ｏ
直
六
貫
五
百
文
目
＝
――
ロ

ヨ
リ
五
百
文
ヤ
ス
シ

八
　
日
＝
国
地
蔵

常
赫
畔
二
叫
二
升
二
合
□
夕
珊
十
　
　
堂
免

一
斗
此
外

―- 56 -―



賣ヽ
」ヒヽ
奈ヽ
良ヽ
屋ヽ

衛ヽ

F]ヽ

三二ヽ

良5ヽ

（紙
継
目
）

（紙
継
目
）

Ⅱ
　
（本
紙
縦
二
五

ｏ
Ｏ
ｘ
横
二
七

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

加
地
子
一
一斗
納
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
買
主
京
松
寿

永
享
二
　
十
二
　
一
一日

脇

疎
敷
小
字
延
久
名
訃
　
ぉ
拳
献
な
赤
求
只
本
役
赤
諸
公
事
無
之

（界
）
境
之
道
阿
弥

ノ
屋
敷
よ
り
銭
百
文
ま
で
月
別
の
夫
銭

二
可
出

加
地
子

ハ
八
斗
　
　
買
主
京
千
代
寿

直
八
貫
文
北
寺
南
盛
坊

ョ
リ
賣
主
永
享
二
　
十
二
　
十
五
日

額
往
諺
ヨ四
螂
住
　
本
役
諸
公
事
無
之
　
加
地
子
六
斗

応
永
丹
五
末
正
長
元
年
戦
九
月
八
日
買
得
　
買
主
京
宗
明

一 南
反
小
一
毒
一
讐
城
訓
○

覚
道
ヨ
リ

加
地
子
六
斗

納
ま
す
　
買
主
京
松
寿

難
き
ま
味
熟
　
一
貫
文
ヤ
ス
シ

賣
主
尼
崎
覚
道
　
直
三
貫
五
百
文

い
ま
難
赤
誅
井

難
き
か
ま
味
藤

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

屋
敷

一
所

永
享
二
　
閏
十

一　
十
八
日
　
賣
主
奈
良
屋
衛
門
二
郎

永
享
二
　
十
二
　
十
九
日

本
米
六
斗

一百
五
十
文
ｂ
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

乱
反
小
贈
ル
モ
田
水
損
所
　
本
米
六
斗
之
外
諸
公
事
無
之

直
四
貫
五
百
文
道
見
ヨ
リ
　
五
百
文
タ
カ
シ

加
地
子
五
斗
　
　
　
応
永
汁
四
　
四
　
十
九
日
　
　
　
買
主
　
一只
深
円

十
二
貫
文
同
庄
弥
三
郎
兵
衛
ヨ
リ
買
　
一二
貫
文
タ
カ
シ

後
地
ヨ
リ
段
別
三
百
文
宛
取
公
事
勤
之
　
一
一反

ハ
南
里
外
内
十
四
坪

一
反

ハ
東
里
外
五
坪

二
反
六
十
歩
叡
販
畑
粕
歩
ハ
吉
麦
地
　
麻
緋
豚
碧
　
一
一　
十
二
日
　
　
加
地
購
主一
妬
親
評
納
ま
す

後
地
南
里
外
堤
頭

一
反
ヨ
リ
二
百
文
東
里
外
フ
ト
ロ
ヨ
リ
百
文
賣
主
子
々
孫
々
夫
公
事
を
ツ
ト
ム

一
醇

歩
沖
麗

損

騰

斗

郵

襲

升

（紙
継
目
）

Ⅲ
　
（本
紙
縦
二
五

・
一
×
横
八

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

（紙
継
目
）

同

一
所

調
に
裁
蠅
尺
奥
六
丈
　
加

米

四
斗
賣
主
齢
賄
竃
訪

文

　

一
貫

五

百
文

タ
カ

シ

慶
林
坊

買
主

応
永
井
四
　
十
　
十
六
日

此
屋
敷
ト
モ
ハ
賣
主
共
ノ
マ
ゝ
隅
レ
ｐ
Ⅷ
ヽ
預
状
フ
皆
サ
セ
タ
リ

ニ
側
則
剛
州
立
料
ナ
シ
ニ何
時
モ
タ
ツ
ヘ
シ
ｔ

ヘ
シ

ト

一ム

約
束
ナ
リ
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（紙
継
目
）

Ⅳ
　
（本
紙
縦
二
五

・
〇
×
横
二
八

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

（紙
継
目
）

新
別
所
屋
敷
諸
公
事
　
松
鼻
分

ち
う
や

一
家

二
六
十
五
文
者
か
り
六
月

卜
極
月
卜
三
度

家
見

一
家

二
六
文
ツ
ゝ
正
月

七
月

二
登
弱
“
い
せ

一
家

二
十
文
ツ
ゝ

八
月
あ
ら
ま
き

一
家

二
六
文
ツ
ゝ

庄
頭
の
五
せ

っ
く

一
家

二
五
文
ツ
ゝ
五
度

極
月

二
て
雌
ギ
く
銭
大
小
不
□
な
り

赫
電
装
妻
卜
誕
遷
華
一
三…
一一
」し

此
地
フ
ハ面
五
丈
フ
半
分
東
ョ
リ
フ
ハ地
主
ョ
リ
直

二
可
作
約
束
ナ
レ

ト
モ
ま
つ
一
円

ニ
ア
ツ
ケ
タ
リ
半
分
西
ョ
２
・加
地
子
四
斗
ナ
ン
ト
三
二

斗
五
升
ト
ル
ヘ
シ
東
西
合
七
斗
也
　
預
状
あ
り

同

一
所
知
士
賊
効
ヨ尺
嶼
計
挨
丈
　
加
米
三
斗
二
升
　
直
二
貫
七
百
文
買
取

買
主
　
一示
松
寿

一　
永
享
三
　
一二
　
丹
日

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
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里

桑

爺

罐

舗

ギ

『
ボ

寿 直
一
頁

百
義

（紙
継
目
）
…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
。…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
。…
…
…
…
…
…
・…
…
…
…
…
。…

Ｖ
　
（本
紙
縦
二
五

。
Ｏ
ｘ
横
三

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

（紙
継
目
）
…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
。…
…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
…
・…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
。

同

一
所
御
肛
破
幅
訳
主
奥
六
丈
　
加
米
四
斗
五
升
　
直
五
貫
文

　

一
貫
五
百
文

タ
カ
シ

（紙
継
目
）
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
…
。１
…
…
…
…́
１
…
…
・…
…
…
…
。…
…
…
…
…
…
…
・…
…
…
。…

二

こ
の
史
料
は
、
土
地
あ
る
い
は
屋
敷
地
を
買
得
し
て
い
っ
た
記
録
を
日
隆
聖
人
自
身
の
筆
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
断
簡
部
分
の
貼

り
合
せ
で
あ
る
た
め
全
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

ま
ず
、
全
体
を
通
覧
し
て
み
る
と
、

Ｉ
は
、

「東
里
外
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
り
、
内
容
は
、
永
享
二
年
十
二
月
十
九
日
、
永
享
二
年
関
十

一
月
十
八
日
、
応
永
丹
五
年
二

月
十
八
日
の
土
地
買
得
の
記
録
で
あ
る
。

Ⅱ
は
、
永
享
二
年
十
二
月
十
九
日
、
永
享
二
年
十
二
月
十
五
日
、
永
享
二
年
十
二
月
二
日
、
正
長
元
年
九
月
八
日
、
応
永
井
五
年
二
月

十
二
日
、
応
永
汁
四
年
四
月
十
九
日
の
屋
敷
土
地
買
得
の
記
録
で
あ
る
。

Ⅲ
は
．
応
水
井
四
年
十
月
十
六
日
の
屋
敷
買
得
の
記
録
で
あ
る
。
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Ⅳ
は
、

「新
別
所
屋
敷
諸
公
事
　
松
鼻
分
」
と
い
う
見
出
し
の
あ
る
史
料
で
、
庄
園
の
名
頭
や
庄
頭
に
年
中
の

記
録
と
、
永
享
三
年
三
月
対
日
、
永
享
三
年
三
月
十
七
日
、
永
享
三
年
正
月
十
五
日
の
屋
敷
土
地
買
得
の
記
録
で

Ｖ
は
、
Ⅳ
の
背
面
に
あ
る
史
料
で
、
年
時
不
明
で
あ
る
が
、
屋
敷
買
得
の
記
録
で
あ
る
。

各
部
分
の
内
容
を
買
得
の
対
象
地

・
価
格

・
売
主

・
買
主

・
年
時
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

半
対
嘔
口坪

大甑
牌打
榔棘損所

大
萩
理４
一マ坪

対

　

象

　

地

六
貫
五
百
文

五
貫
文

二
貫
文

価

格

奈
良
屋
衛
門
二
郎

豊
嶋
屋
二
郎
四
郎

尼
サ
キ
覚
道

士π

主

一只
　
千
代
寿

一只
　
宗
明

是

慶

買

主

永
享
二

・
壬
十

一
。
十
八

応
永
舟
五

・
二

・
十
八

永
享
二

・
十
二

・
十
九

年

時

即敷
一所

東
　
　
字
延
久
名
脇

屋
敷
小
対

　

象

　

地

記
載
ナ
シ

八
貫
文

価

格

彦
四
郎

北
寺
南
盛
坊

一π

主

京
　
　
を不
明

京
　
千
代
寿

買

主

正
長
元

。
九

・
八

永
享
二

・
十
二

・
十
五

年

時

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

折
々
に
金
銭
を
贈

っ
た

あ

る
。
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

欠
損

ヨ
コ
マ
‘

フ

一
反
七
十
歩
シ
モ
田
小
水
損

二
反
六
十
歩
八
反
田
内

吼
反
小
　
確
翻
水
損
所

南
　
　
字
ま
こ
ひ
ら
き

一
反
小

欠
損
欠
損
十
二
貫
文

四
貫
五
百
文

三
貫
五
百
文

欠
損
欠
損
弥
三
郎
兵
衛

道
見
尼
崎
覚
道

一只
　
　
松
寿

一示
　
千
代
寿

一只
　
　
宗
詮

一只
　
　
深
円

一只
　
　
松
寿

永
享
二

ｏ
十
二

ｏ
二

永
享
力
欠
損

応
永
汁
五

・
二

・
十
二

応
永
汁
四

・
四

・
十
九

永
享
二

・
十
二

・
十
九

同

一
所
奥口
一
叙
劫
尺
　
　
一　
一
一貫
七
百
文
　
一　
又
二
郎

二
貫
八
百
文
　
一一　
左
近
三
郎

永
享
三

・
正

・
十
五

尿

同

一
所
如

た
蚊

五
尺
　
　
一　
五
貫

文

対

象

地

一
価

　

格

冗

主

買

主

応
永
升
四

・
十

・
十
六
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欠
損
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
欠
損

同

一
所
奥口
矩
蚊

五
尺

対

　

象

　

地

五
貫
文

価

格

衛
門
五
郎

一π

主

欠
損
買

主

欠
損
年

時

三

前
掲
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
買
得
の
対
象
と
し
た
各
々
の
土
地
に
つ
い
て
、
本
米

（年
貢
）
、
運
搬
の
た
め
の
夫
賃
、
買
得
し

た
こ
と
に
よ
り
買
主
が
得
る
こ
と
の
出
来
る
加
米

（加
地
子
）
の
額
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
１
に
よ
れ
ば
、
太
子
堂

（聖
徳
太
子

を
祀
る
堂
か
）
の
維
持
費
と
し
て
米

一
斗
、
地
蔵
堂
の
維
持
費
と
し
て
米

一
斗
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
Ⅱ
に
よ
れ
ば
、
買
主
が
加
地

子
を
得
る
時
に
は

「
納
ま
す
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
室
町
期
に
、
民
衆
に
米
を
支
給
す
る
時
に
は

「
下
行
ま
す
」、農
民
か
ら
収
納
す
る
時
に
は

「
納
ま
す
」
を
使

っ
て
い
た
が
、
そ

れ
が
こ
の
史
料
に
は
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
尼
崎
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

「
ま
す
」
が
使
わ
れ
た
例
と
し
て
、
本
興
寺
近
辺

に
あ

っ
た
大
覚
寺
に
伝
わ
る
明
応
五
年

（
一
四
九
六
）
十
月
十
二
日
付

「
湯
浅
宗
祐
田
地
寄
進
状
」
に
、

「
加
地
子
米
弐
石
六
斗
、
枡

ハ

如
来
院
之
納
枡
」
と
い
う
記
事
が
見
え
て
い
“
一

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

ま
た
買
主
に

「
京
深
円
」
の
名
が
見
え
る
が
、
応
永
三
十
四
年
の
時
点
で
は
、
こ
れ
は
日
隆
聖
人
の
修
行
中
の
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
聖
人
自
身
も
土
地
を
購
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
に
よ
れ
ば
、
慶
林
坊
が
今
倉
道
祐
ょ
り
屋
敷
を
買
得
し
た
が
、
但
し
書
き
が
あ

っ
て
、
買
得
し
た
も
の
の
加
地
子
四
斗
を
収
納
し
、

屋
敷
に
は
売
主
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
、
買
主
が
所
用
の
時
に
は
直
ち
に
立
ち
退
き
料
な
し
で
出
る
約
束
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尚
、

「
慶
林
坊
」
は
聖
人
の
坊
号
と
同
じ
で
あ
り
、
も
し
聖
人
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
自
筆
坊
号
の
初
見
と
な
る
。
但
、
Ⅱ
の
史
料
で
は
「深
円
」

と
あ
り
、
同
じ
年
に
名
を
使
い
分
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
疑
間
は
残
る
。

こ
こ
で
売
主
の
名
に
注
目
し
て
み
る
と
、
尼
崎
覚
道
、
豊
嶋
屋
二
郎
四
郎
と
い
う
名
か
ら
し
て
、
地
元
の
人
物
が
多
い
と

考

え

ら

れ

る
。
ま
た
今
倉
道
祐
に
つ
い
て
み
る
と
、
寛
正
三
年

（
一
四
六

一
）
八
月
の

「
尼
崎
問
丸
別
所
友
久
請
文
案
」
に
よ
れ
ば
、
尼
崎
の
間
丸

で
あ
る
別
所
友
久
を
東
大
寺
問
職
に
推
薦
し
た

「
道
祐
禅
門
」
と
い
う
人
物
が
居
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
祐
が
、
当
時
兵

庫
の
有
力
問
丸
の
一
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
文
安
二
年

（
一
四
四
五
）
の

『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に
は
度

々
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
道
祐
の
姓
が
不
明
で
あ
る
た
め

「
今
倉
道
祐
」
と

「
道
祐
禅
門
」
が
同

一
人
と
は
速
断
出
来
ぬ
が
、
同

一
人
で
あ

っ
て
も
不
自
然
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
Ⅱ
の

「
境
之
道
阿
弥
屋
敷
」
と
あ
る
、
道
阿
弥
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
応
永
十
八
年

（
一
四

一
一
）
八
月
十
八
日
付
の

「
僧
衆

番
頭
等
連
署
置
文
案
」
に
よ
れ
ば
、
道
阿
弥
は
、
長
州
御
厨
の
番
所
司

（番
頭
）
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
名
前
か
ら
し
て
時
宗
門
徒

で
あ

っ
て
、
当
時
の
尼
崎
の
有
力
者
の
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
く
Ⅱ
の
史
料
に
売
主
と
し
て
見
え
る

「
北
寺
南
盛
坊
」
と
あ
る

「
北
寺
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
の
地
名
で
北
寺
を
見
出
す
こ

と
は
出
来
な
い
。
但
、
明
治
四
十
二
年
陸
地
測
量
部
測
図
に
よ
れ
ば
、
旧
長
州
庄
附
近
、
小
田
村
に

「
北
寺
」
の
地
名
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
。
前
の
道
阿
弥
が
長
州
御
厨
の
番
所
司
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
南
盛
坊
な
る
人
物
も
こ
の
長
州
庄
に
関
係
が
あ
り
、
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尼崎 男J所,東難波地区小字名(呪崎の地名』による)

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料 ―

和
口
一
コ
欄
４

一
日
知
煎

一
――‐
苅
加

□
鯰 騒総履顧賢曼看拿電

名
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

当
時

「
北
寺
」
と
呼
ば
れ
た
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
本
興
寺
が
、
尼
崎
在
地
の
有
力
者
と
思
わ
れ
る
人
々
と
の
間
で
土
地
屋
敷
の
売
買
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
日
隆
聖
人
側
に
も
相
当
有
力
な
資
産
家
が
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

四

こ
の
史
料
に
み
え
る
土
地
は
、
現
在
の
尼
崎
の
ど
の
あ
た
り
に
比
定
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
地
名
と
旧
字
名
は
全
く
異
な

っ

て
い
る
こ
と
と
、
小
字
名
が
知
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
明
治
以
前
の
小
字
名
で
は
な
い
場
合
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

絆
あ
る
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
が
、
出
来
る
だ

け
見
当
を
つ
け
て
み
た
い
。

Ｉ
で
は
フ「頬
理
′ヽ外
マニ
坪
」
「議
牌
寺
北
頬
」「対
旺
口坪
」
Ⅱ
で
詭
一
　
星
寵
π
石
翫

「鷹
肛
ひ
ら
き
」「八
反
田
内
」
「姉
理
外
」
「戒
哩
口外
」
「
ヨ
コ
マ
ク
ラ
」

な
ど
の
地
名
が
知
ら
れ
る
。

『
尼
崎
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
、
大
字

「
別
所
」

「
東
難
波
」
の
中
の
小
字
名
と
し
て
、

別
所
内
に

「
フ
ト
ロ
」
「
五
ノ
坪
」
「堤
頭
」
が
あ
り
、
東
難
波
内
に

「
横
枕
」
「
八
反
田
」
「孫
開
」
が
み
ら
れ
る
。
史
料
中
に
み
え
る
地

名
と
小
字
名
の
一
致
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
。ヽ
明
治
十
二
年
調
査
の

『尼
崎
関
係
寺
院
明
細
帳
』
を
み
る
と
、
本
興
寺
の
部
分
に
境
外
所

有
地
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
街
”

耕
地
三
反
四
畝
拾
弐
歩
　
　
別
所
村
字
墓
ノ
下

同
　
　
　
九
畝
十
四
歩
　
　
同
　
村
字
地
田

同
　
壱
反
五
畝
拾
歩
　
　
　
同
　
村
字
五
之
坪

同
　
　
　
八
畝
八
歩
　
　
　
同
　
村
字
フ
ト
ロ
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同
　
　
　
エハ
畝
弐
歩
　
　
　
同
　
村
字
鳥
島

同
　
　
　
九
畝
壱
歩
　
　
　
同
　
村
字
半
田

同
　
　
　
四
畝
弐
拾
九
歩
　
同
　
村
字
観
音
田

同
　
弐
反
弐
畝
十
五
歩
　
　
同
　
村
字
七
ノ
坪

同
　
一二
反
三
畝
拾
弐
歩
　
　
同
　
村
字
鳥
ケ
池

同
　
弐
反
四
畝
六
歩
　
　
　
同
　
村
字
石
ケ
ロ

こ
れ
ら
の
字
名
を
図
に
よ
っ
て
大
字
別
所
内
の
小
字
名
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
明
治
十
二
年
の
時
点
で
も
別
所
の
大
部
分
に
本
興
寺

の
寺
地
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で

「
別
所
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、

『尼
崎
の
地
名
』
で
は
、

「
も
と
も
と
寺
院
に
付
属
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
地
で
、

庵
が
つ
く
ら
れ
た
り
、　
一
所
不
住
の
者
が
住
ん
だ
り
、
墓
地
が
あ

っ
た
り
し
た
。
別
所
村
は
寺
町
も
含
め
て
、
も
と
本
興
寺
の
別
所
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
“
”

室
町
時
代
に
お
け
る
本
興
寺
の
所
在
地
は
、
旧
尼
崎
城
郭
内
の
地
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
元
和
三
年
の
尼
崎
城
築
城
に
際
し
て
、
現
在
の

寺
町
に
移

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
に
尼
崎
城
を
構
築
し
た
の
は
細
川
高
国
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
地
は
近
世
尼
崎
城
の
本
丸
の
位
置
に
あ
た
り
、
こ
の
城

の
北
方
に
本
興
寺
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
推
定
地
点
か
ら
戦
国
時
代
の
法
華
宗
の
墓
石
が
多
く
出
土
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏

付
け
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
応
永
年
間
に
建
立
さ
れ
た
本
興
寺
の
位
置
が
、
尼
崎
城
の
附
近
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
大
字
別
所
の
地
は
庄
下
川
を
は
さ
ん

で
西
側
に
あ
た
り
、
日
隆
聖
人
並
び
に
信
者
達
が
買
得
し
た
土
地
は
、
創
立
期
の
本
興
寺
の
境
内
地
と
い
う
よ
り
は
、
境
外
地
と
考
え
る

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
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日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料

方
が
自
然
で
あ
種
”

ま
た
Ｉ
～
Ｖ
の
史
料
を
み
る
時
、
い
ず
れ
も
土
地
屋
敷
を
買
得
し
な
が
ら
も
、
そ
の
土
地
を
何
か
の
目
的
に
転
用
す
る
と

い
う

よ
り

は
、
加
地
子
を
収
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
等
を
買
得
し
て
地
主
と
な
る
と
同
時
に
、
そ
の
地
を
小
作
に
耕
作
さ
せ
て
、
そ
の
収
穫

を
得
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
Ⅳ
の
史
料
に

「
此
地
フ
ハ
面
五
丈
フ
半
分
東
ヨ
リ
フ

ハ
地
主
ヨ
リ
直

二
作
ル
可
キ
約
束
ナ
レ
ト
モ
ま
つ
一
円
に
「
ツ
ケ
タ
リ
ヽ
半
分
西
ヨ
リ
ニ
加
地
子
四
斗
ナ
レ
ト
モ
三
斗
五
升
ト
ル
ヘ
シ
東

西
合
七
斗
也
預
状
あ
り
」
と
あ

っ
て
、
買
得
し
て
も
自
ら
耕
す
の
で
は
な
く
て
、
預
け
て
お
い
て
加
地
子
を
収
納
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

Ⅱ
に
あ
る

「
売
主
子
々
孫
々
夫
公
事
ヲ
ツ
ト
ム
ヘ
シ
ト
云
約
束
ナ
リ
」
の
部
分
か
ら
は
、
Ⅱ
に
記
さ
れ
た
こ
の
地
の
年
貢
は
代
々
売
主
に

納
め
さ
せ
る
約
束
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
Ⅳ
に
よ
れ
ば
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、　
一
年
の
中
、
正
月
、
六
月
、
七
月
、
八
月
、
十
二
月
と
い
っ
た
時
期
や
節
旬
の
折
に
在

地
の
有
力
者
に
金
銭
を
贈

っ
た
り
、
十
二
月
に
年
貢
に
あ
た
る
点
役
銭
と
し
て
銭
を
納
め
る
な
ど
、
土
地
運
営
の
上
で
留
意
す
べ
き
こ
と

を
書
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

応
永
二
十
七
年
、
日
隆
聖
人
は
尼
崎
に
本
興
寺
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
の

「寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
に
よ
れ

ば
、
応
永
三
十
四
年

（
一
四
二
七
）
四
月
二
十
九
日
か
ら
永
享
三
年

（
一
四
三

一
）
三
月
三
十
日
に
か
け
て
、
土
地
屋
敷
を
買
得
し
て
い

る
。
こ
の
頃
の
聖
人
は
、
応
永
三
十
年
迄
に
本
興
寺
堂
宇
建
立
の
後
、
応
永
三
十
三
年
に
は
越
中
方
面
の
布
教
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
永

享
元
年
本
応
寺
再
建
と
四
帖
抄
の
回
達
を
お
こ
な
い
、

『妙
蓮
寺
内
証
相
承
血
詠
之
次
第
条
目
事
』
を
著
わ
し
て
自
己
の
立
場
を
明
ら
か
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に
し
、
永
享
五
年
に
は
、
本
応
寺
を
移
転
し
て
本
能
寺
と
改
め
、
永
享
七
年
に
は
光
長
寺
日
朝
聖
人
と

一
味
法
水
の
盟
約
を
結
び
、
永
享

八
年
に
は
、
御
聖
教
著
述
の
最
初
た
る

『
御
書
文
段
集
』
を
完
成
し
、
永
享
十

一
年
に
は
河
内
に
巡
化
す
る
と
い
う
時
期
で
あ

っ
た
。

前
史
料
で
諸
地
を
買
得
し
た
人
物
を
み
れ
ば
、
大
部
分
が

「
京
」
の
字
を
冠
し
た
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
隆
聖
人
の
信
者
と
な

っ
た

京
の
町
衆
と
い
わ
れ
る
人
々
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
都
に
お
い
て
、
商
業
面
や
社
会
的
方
面
に
お
い
て
力
と
財
力
を
持

っ
て
い
た
人
々
が
、
聖
人
の
近
辺
に
居
れ
ば
こ
そ
、
港
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
尼
崎
の
地
に
着
目
し
、
そ
こ
に
本
興
寺
を
建
立
し
、
さ
ら

に
土
地
を
獲
得
し
て
利
潤
を
得
、
そ
の
利
を
布
教
の
資
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

室
町
時
代
の
門
流
間
の
競
争
の
激
し
い
中
で
、
信
仰
に
生
き
な
が
ら
子
弟
を
育
て
、
信
者
を
増
や
し
て
ゆ
く
為
の
資
金
が
必
要
な
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
日
隆
聖
人
が
、
単
に
学
僧
と
し
て
の
み
活
動
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
現
実
を
直
視
し
て
布
教
を
実
践
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
史
料
は
断
簡
の
た
め
全
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
部
分
の
紹
介
と
若
干
の
検
討
を
加
え

た
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）

日
隆
聖
人
伝
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
前
に
拙
著

『
日
隆
聖
人
略
伝
』

（法
華
シ
リ
ー
ズ
６
）
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
以
下
同
書
に
つ
い
て
は

『略
伝
』
と
略
称
す
る
。

（
２
）

こ
の
史
料
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
永
島
福
太
郎
先
生
の
御
教
示
を
得
た
。
尚

『略
伝
」
に
も
本
史
料
を
用
い
て
記
述

し
て
い
る
が
、
旧
稿
に
つ
い
て
の
訂
正
も
本
稿
で
行
な
っ
て
お
き
た
い
。

（
３
）
　
『兵
庫
県
史
』
史
料
編
　
中
世
一
所
収
、

「大
覚
寺
文
書
三
七
」
参
照
。

（
４
）

深
円
の
名
に
つ
い
て
は

『略
伝
』
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
５
）
　
『尼
崎
市
史
』
第

一
巻
五
六
〇
頁
参
照
。

（
６
）

林
屋
辰
三
郎
　
昭
和
五
十
六
年
　
中
央
公
論
美
術
出
版
。

（７
）

註
⑤
引
用
書
五
六
八
頁
参
照
。

日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
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日
隆
聖
人
伝
補
真
の
一
史
料

（
８
）

『
尼
崎
の
地
名
』

（渡
辺
久
雄
　
昭
和
六
十
年
　
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
）
七
七
頁
参
照
。

（
９
）
　

『
地
名
研
究
の
す
す
め
』

（落
合
重
信
　
昭
和
五
十
八
年
　
国
書
刊
行
会
）
第
三
章
第
二
節
　
地
名
か
ら
み
た
尼
崎
の
歴
史
、
参
照
。

（
１０
）

註
③
引
用
書
。

（
ｎ
）

『
地
域
史
研
究
』
七
―

一
（尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
）
四
六
頁
以
下
参
照
。
明
細
帳
で
は
本
興
寺
と
塔
頭
の
所
有
地
を
区
別
し
て
掲
げ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
全
て
本
興
寺
の
所
有
地
と
し
て
掲
げ
た
。

（
・２
）

註
③
引
用
書
、
九
二
頁
参
照
。
本
史
料
Ⅳ
に

「新
別
所
屋
敷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
本
興
寺
の
別
所
は
こ
の
頃
に
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
‐３
）

註
⑤
引
用
書
、
六

一
二
頁
、
六
四
八
頁
参
照
。

（
・４
）

拙
著

『
日
隆
聖
人
略
伝
』
に
お
い
て
、
本
史
料
か
ら
日
隆
聖
人
が
、
本
興
寺
の
寺
域
を
拡
張
す
る
為
に
信
者
の
援
助
を
得
て
、
寺
地
を
買
得
し

て
い
っ
た
と
解
し
た
部
分
が
あ
る

（同
書

一
五
六
頁
）
が
、
現
地
比
定
の
結
果
、
境
内
地
を
拡
張
す
る
た
め
の
買
得
で
は
な
く
、
境
内
地
以
外

に
土
地
を
求
め
た
と
解
釈
し
て
旧
稿
の
記
述
を
訂
正
し
た
い
。
尚
、
こ
の
他
に
も
本
稿
に
記
述
し
た
年
時
等
で

『略
伝
』
と
異
な
る
場
合
は
、

本
稿
に
お
い
て
旧
稿
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
‐５
）

註
（
１
）引
用
書
参
照
。
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